
2.造影剤を使用することによる利点

　入院や手術が必要な場合があります。

4.検査当日

・４時間前より絶食となります。その場合でも水分（水かお茶のみ）は摂取して頂いてかまいません。

上記に同意されましたら、下記の署名欄にご記載ください。

　　　　　　年　　　月　　　日

患者署名欄 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※以下の理由に該当する場合は、下記の代筆者・代諾者署名欄の記載もお願いします

・上記患者氏名を患者本人ではない別の方が代筆した場合
・患者本人が未成年の場合、または意識障害など患者本人の判断が困難な場合　
　（保護者・親権者・親族・後見人などの代諾が必要）

代筆者・代諾者署名欄：

氏　名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （続柄　　　　　　　　）

造影CT検査 同意書
1.ヨード造影剤について

検査で使用するのは、『ヨード造影剤』という薬です。

ヨード造影剤は、無色透明で、やや粘りのある液体です。静脈から注入し、ほとんどが1日以内に腎
臓から尿中に排泄されます。その分布の仕方や排せつ経路を利用して病気の診断を行います。した
がって、腎臓の機能が低下している場合、排せつが遅くなるだけではなく腎臓の機能がさらに低下
することがあります。腎機能低下がある場合は、慎重な対応が必要です。

以下に述べるさまざまな利点があり、より正確な画像診断が可能となります。そのため副作用発生の
可能性が高くなる場合でも、検査による診断が必要な場合、造影検査を勧めることがあります。

・血管の詳しい情報を得ることができる
　（閉塞、狭窄、血管奇形、解離などの診断および腫瘍と血管の関係の把握）

・各種臓器の血流の情報を得ることができる（出血部位・梗塞の診断など）
・かたまりをつくる病気（腫瘍・膿瘍）などの検出が容易になる
・病変の性状の画像診断に有用である（腫瘍の良悪性の鑑別や悪性腫瘍・血管腫・嚢胞の鑑別など）
・その他

3.造影剤の副作用

・軽い副作用（発生頻度3％以下 約100人につき3人以下）

　吐き気・嘔吐・動悸・頭痛・かゆみ・発疹などで特に治療を要しないことが多いです。

・重い副作用（発生頻度0.004％程度 2.5万人につき1人）

　呼吸困難・意識障害・血圧低下などは、治療が必要で後遺症が残る可能性があります。

・病状・体質によっては約33万人に1人の割合（0.0003％）で死亡する場合もあります。

・喘息の既往がある場合はそうでない場合と比べて、重い副作用が起こる確率が約10倍高いと
　報告されています。

・造影剤注入中・注入直後に、身体が熱くなったり、一時的に気分が不快になることがあります。
・以前に造影剤を用いる検査を受け副作用のなかった方でも、副作用が起こる可能性があります。
・検査後数時間から数日経ってから、発疹や痒みなどの遅発性副作用が起こる場合がごくまれにあります。

説明日： 年 月 日 医師名 印

春　江　病　院


